液晶デジタルカメラ 

QV-2100 

取扱説明書（保話書付き) 


ごあいさつ 

このたびはカシオ製品をお買上げ頂き、まことにありび 
とラございます。 

本機は、撮影した内容をその場で見ることびでさる液晶 
カラーモニターを備えた、コンパクトタイプの液晶デジ 
タルカ;><ラです。本機をご使用になる前に、必ず「ま全 
上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 
本書はお読みになった後ち、大切に保管してください。 
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はじめに 


安全上のごを意 

このたびは、カシオ製品をお買い上げいただき、誠にありびとラ 
ございます。ご使用の前に r ま全上のごを意」をよくお読みの上、 
正しくお使いください。 

を険 

この表示を無視して誤った取0扱いを 
すると、使用者び死亡または重傷を負 
ラ危険び差し迫って生じることび想定 
される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取0扱いを 
すると、人び死亡または重傷を負ラ危 
険の恐れびある内容を示しています。 

/ K 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
すると、人び障害を負った0財産び損 
害を受ける危険の恐れびある内容を示 
しています。 

絵表示の例 


Q 記号は「してはいけないこと」を意味して 
います（左の例は分解禁止）。 

處 

•記号は「しなければならないこと」を意は 
していまず〔左の例は電源プラグをコンセン 
卜か5巧く）。 
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を険 


アルカリ電池について 


♦ アルカ U 電池か5もれた液び目に入ったとさ 
は、すぐに次の処置を行ってください。 

1. 目をこす5ずにすぐにをれいな水で洗い流 
す。 

2. ただちに医師の治療を受ける。 

そのままにしておくと失明の原因となりま 
す。 



A 警告 


煙、臭い、発熱などの異常について 


• 煙び出ている、へんな臭いびする、発熱して 
いるなどの異常状態のまま使巧すると、火 
災 • 感電の原因となります。すぐになの処置 
を行ってください。 

1 . 電源スイッチを切る。 

2. AC アダプター使巧時は、プラグをコンセン 
卜か5抜く。 

3. お買い上げの販売おまたはカシオテクノ • 
サービスステーシヨ ンに連絡す る。 




















A 警告 


電池について 


• 電池は使いかたを誤ると液ちれによる周囲の 
汚損や、破裂による火災•けびの原因とな0 
ます。次のことは必ずお守0ください。 

-分解しない、ショートさせない 
-加熱しない、火の中に投入しない 
-新しい電池とちい電池を混ぜて使用しなし、 

-種類の違ラ電池を遲ぜて使用しなし、 

-充電しない 

-極性 （® と©の向さ）にを意して正しく入 
れる 

巧電式電池の r 安全上のごを意」は充電式電 
池の取扱説明書をご参照ください。 


Q 

〇 


AC アダプター （別売品）について 


• AC アダプターは使いかたを誤ると、火災- 
感電の原因となります。次のことは必ずお守 
0 ください。 

-必ず別売の本機専用品を使用する 
-電源は、 A 仁10 0 V (已日/目 OHz ) のコンセン 
卜を使用する 

-1つのコンセントにい<つちの電気製品をつ 
なぐ、いわゆるタコ足配線をしなし、 


〇 

Q 


はじめに1 


♦ AC アダプターは使いかたを誤ると、傷がつ 
いた0破損して、乂災•感電の原因とな0ま 
す。次のことは必ずお守0ください。 

-重いわのを乗せたり、加熱しない 
-加工したり、無理に曲げない 
-ねじったり、引っ張った0しなし、 

-電源コードやプラグび傷んだ5、お買い上げ 
の販売店またはカシオテクノ-サービスス 
テーションに連絡する 


〇 


♦ 濡れた手で AC アダプターに触れないでくだ 
さい。感電の原因となります。 



乂中に投入しない 


• 本機を火中に投入しないでください。破裂に 
よる火災-けびの原因とな0ます。 




移動しなが5撮影しない 


♦ 自動車などの運転中や歩行中に撮影した0、 
モニターを見ないでください。転倒、交通事 
故の原因となります。 




3 















はじめに 


A 警告 


フラッシュについて 

• 可燃性ガスおよび爆発性ガスなどび大気中に 
存在するおそれびある場所では使用しないで 
ください。引火■爆発の原因となります。 

• 運転者に向けてフラッシュを使巧しないでく 
ださい。目びく 5んで運転不可能になり、事 
故を起こす原因となります。 


Q 

水、異物はさける 


•水、液体、異物（金属片など）び本機内部に 
入ると、乂災■感電の原因となります。すぐ 
に次の処置を行ってください。雨天、降雪 
中、ミ毎岸、水辺、風呂場での使曲ま特にごま 
意ください。 

1 . 電源スイッチを切る。 

己 AC アダプター使用時は、プラグをコンセン 
卜か5抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ • 
サービスステーシヨンに連絡する。 
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分解-改造しない 


• 本機を分解-改造しないでください。感電 • 
やけど-けびをする原因となります。内部の 
点検 • 調整 • 修理はお買い上げの販売店また 
はカシオテクノ •サービスステーションにご 
依頼 < ださい。 



落とさない、ぶつけない 


♦ 本機を落としたときなど、破損したまま使巧 
すると火災•感電の原因となります。すぐに 
次の処置を巧って< ださし、。 

1 . 電源スイッチを切る。 

2. AC アダプター使巧時はプラグをコンセント 
か5おく。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ • 
サービスステーシヨンに連絡する。 


Q 



















/ j \ ま意 


電池について 

♦ 電池は使いかたを誤ると液ちれによる周囲の 
汚損や、破裂による火災•けびの原因となる 
ことびあります。次のことは必ずお守りくだ 
さい。 

-本機で指定されている電池かは使用しない 
-長時間使用しないときは、本機か5電池を取 

0出してお< 

充電式電池の「安全上のごを意」は充電式電 
池の取扱説明書をご参照< ださい。 

Q 

〇 

AC アダプター (別売品）について 

♦ AC アダプターは使いかたを誤ると、乂災 • 
感電の原因となることがあ0ます。なのこと 
は必ずお守0 ください。 

-電源コードをス1-ーブ等の熱器具に近づけな 
い 

-プラグを抜くときは、電源コードを引っ張5 
ない（必ず AC アダプターを持って抜く） 

-プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む 

-旅行などで長期間使用しないとをはプラグを 
コンセントか5抜く 

-プラグは年1回!^:!上コンセントか5抜いて、 
プラグの刃と刃の周辺旨!^分にほこ0びたま5 
ないよラに清掃する 

Q 

〇 


はじめに1 


コネクター部への接続 

♦ コネクター部には、指定!;の別売品を接続 
しないでください。火災 • 感電の原因となる 
ことびあります。 


不を定な場所に置かない 

♦ ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定 
な場所に置かないでください。落ちたり、倒 
れた〇して、けびの原因となることがあ0ま 
す。 


置き場所について 

• 本機を次のよラな場所に置かないでくださ 
し、火災•感電の原因となることびあ0ま 
す。 

-湿気やほこ0のをい場所 
-調理台のそばなど油煙び当たるよラな場所 
-隱房器具のおく、ホットカーぺットの上、直 
射曰光びあたる場所、炎天下の車中など本機 
び高温になる場所 
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はじめに 


/ i \ 注意 


表术画面について 

• 液晶表示画面を強 < 押した0、強い衝擊を与 
えないでください。液晶表示画面のガラスび 
割れてけびの原因となることびあります。 

• 液晶表示画面び割れた場含、表示画面内部の 
液体には絶対に触れないでください。皮膚の 
炎症の原因となることびあります。 

• 万一、□に入った場合は、すぐにうびいをし 
て医師に相談してくださし、。 

• 目に入ったり、皮膚に付着した場をは、清浄 
な流水で最低1日分!^:!上洗浄したあと、医師 
に相談してくださし、。 


大切なデータは控えをとる 


• 本機に記憶させた内容は、パソコンなどに転 
送してバツクアツプとして保管してくださ 
し、本機の故障、修理などによ0、記憶内容 
び消えることがあ0ます。 



メモリー保護 


• 電池交換を巧う際は、取扱説明書をよくお読 
みになり、正しく巧ってくださし電池交換 
のしかたを誤ると、データび消えた0、変化 
した0することびあります。 


〇 
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フラッシュについて 


• フラッシュを人（特に熟に向けて至近距離 
で発光させないでください。視力の低下など 
の障害を起こす原因となることびあります。 


Q 


持ち運びのとを 


• 航空機の中など使用び制限または禁止されて 
いる場所では使用しないでください。事故の 
原因となることびあります。 


Q 


■ ご注意 ■ 

電池持続時間について 

•本取扱説明書に記載の電池持続時間は、推奨方一力一の電池 
を標準温度 （2 已で）で使用した場合の電源び切れるまでの 
目安であ0、保証時間ではあ0ません。 

(持続時間は電池^一力一、電池製造時期、周囲温度によ0 
大きく左ちされます。） 

•連続してご使用になりますとバッテリー警告び早く出ますの 
で、使用しないときは、こまめに電源を切る事をお勧めしま 
す。 

•バッテ U —警告マークは電源び切れる寸前であることを示し 
ております。 

交換の隙はすべて新しい電池と交換してくださし、。 
消耗した電池での連続使巧は液漏れやデータ破壊の原因とな 
ることびあります。 




















はじめに 


付属品の確認 


箱を開けたら、まず下記の付属品が全部そろっているかどラかをご確認ください。をし、付属品げ全部そろっていなかった場合は、お買 
し、上げの販売店にお問い合わせ < ださい。 
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はじめに 


目次 


はじめに 2 

■を全上のご注意 . 2 

■付属品の確認 . 7 

mm:x . 8 

■あ5かじめご承知いただきたいこと. . 12 

■本機の特徴 . ..13 

■使用上のごミち意 . 14 

データエラーの ご注意 . 14 

使用環境について . 14 

結露について . 14 

堂光管について . 14 

レンズについてのご注意 .] 已 
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準備ずる 


16 


■各部のを称 .... 

前面部 . 

背面部 . 

端テ部 . 

底面部 . 

■液晶 モニターの 表示の客 . 

撮影モード時 . 

再生モード時 . 

■ランプについて . 

■付属品の使いかた . 

レンスキャップの取り付けかた... 

ストラップの取り付けかた . 

ソフトケースの使いかた . 

■電源について . 

電池を使ラ . 

家庭用電源を使ラ . 

電源を入れる/切る . 

電池の消耗をおさえるための機能 

■曰時の設定 . 

日付と時刻を設定する . 


66677 889 9 〇〇〇 

1 _— _— _— _— _— _— _— 1 っ| 2 2 


1 1 3 5 5 6 6 

2 2 2 2 2 2 2 



































撮影する 


28 


■基本的な撮夏 . 

撮影時の画面のごミ主意 . 

撮影時のご注意 . 

■ズームについて ... 

■フラッシュについて . 

フラッシュの状態について ..... 
フラッシュ使用時のごミ主意 ..... 

■近ぐの物を撮影ずる . 

■フアインダーを使用した撮影 
■連続撮影ずる(連写モード）.. 

連続撮影の枚数を変える……… 
■セルフタイマーを使ラ 

(セルフタイマーモード） . 

■画像のサイズと画質を変える 

サイズを変更する . 

画質を変更する . 

■露出を補正ずる . 

■ホワイトバランスを変える.. 


8990 oil 2 3 3 4 5 6 6 6 7 9 
22233333333 333333 


はじめに 


■撮った画像を確認ずる . 39 

■ メモリーカードについて . 40 

メモ U —カードを入れる . 40 

メモ U —カードを取り出す . 41 

メモ U —カードをフ オーマツ トする . 42 

メモ U —カードのごミ主意 . 42 

メモ U —力ードに画像をコピーする . 43 

再生ずる 44 

■基本的な再生のしかた ... 44 

■画像を拡大して表示ずる.…. . 44 


■画像を自動的にページめくりさせる 


(スライドシヨー） . 45 

消去ずる 46 

■選択して消去ずる . 46 

■全画像を消去ずる . ………….47 
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はじめに 

画像の管理について 48 

■フォルダの分類について . 48 

メモ U —内のフォルダについて . 48 

■撮影した画像の消去防止をずる 

(メモリープ□テクト） . 49 

選択して消去防止する . 49 

全画像を消去防止する . 已〇 

■ DPOF 機能につし、て . 曰0 

選択して印刷の設定をする . 已] 

全画儘に印刷の設定をする . 已2 

■PRINT Image Matchin 呂につし、て . 已3 

その他の設定について 己4 

■画面表示のオンオフ . 已4 

■表示言語を切り曾える ... 曰4 

■操作音のオンオフ . 已已 

国 USB モードを切0曾をる ... 已已 
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他の機器との接続 


57 


■テレビに画像を映し出ず . 

ビデオ出力の方式を変更する場合 . 

■撮影画像をパソコンに取り込む ... 

US 巳端テでの接続 . 

接続のしかた . 

US 巳接続のはずしかた . 

メモ U —力ードを直接接続する . 

メモ U —力ード内のデータについて . 

DCF 規格について . 

メモ U- 力ード内のディレクト U 構造 . 

このデジタルカメラで扱える画像ファイル . 

パソコン上でメモ U —カードを扱ラとさのミ主意点.... 

■ PC カメラとして使用ずる （ PC カメラモード）..… 

接続のしかた . 

別途ご準備頂さたいこと . 

P 巳カメラとして使用する場合のご注意 . 

パソコンとの接続について . 


88 9990011222 33444 

己 己 5 己己666666 6 巨 6666 
































付録 


巨己 


■ メニュ-真表 ... 

撮影モード . 

再生モード . 

■ランプの状態と動作内容 . 

撮影モード . 

再生モード . 

■故障とお思いになる前に . 

現象と巧化方法 . 

画面に表おされる;ッセージ . 

■サービスステーション/相談窓口 

■保証規定 ... 

■保証-アフターヴービスについて 

■索引.…… ... 

■ QVNet のお知6せ….….… . 


已已己巨6 7 
6 6 6 6 6 6 


8 81 
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はじめに 


あ5かじめご承知いたださたいこと 


. 本書の内容については、将来予告なしに変更することがありま 
す。 

• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一 
ご不審な点や誤りなど、お気付きのことびありました5ご連絡 
<ださい。 

.本書の一部又は全部を無断 I で複写することは禁止されていま 
す。また、個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社 
に無断では使用できません。 

•万一、本機使用により生じた損善、逸失利益または第兰者から 
のいかなる請求についてち、当社では一切その責任を負えませ 
んので、あらかじめご了承ください。 

•故障、修理その他の理由に起因するメモ U —内容の消失によ 
る、損害および逸失利な等につをまして、当社では一切その責 
任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

. デジタルカメラを使って撮影したちのは、個人として使用する 
ほかは、著作権法上、権利ちに無断で使用できません。 
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この装置は、情報姐理装置等電波障害自主規制協議尝 (V C 
C I ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装置 
は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この 
装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される 
と、受信障害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


本文中の！;(下の用語は、それぞれ各社の商標です： 

. SD □ゴは登録商標です。 

• Windows 、 および Internet Explorer は米国マイク□ソフト 
社の商標です。 

. Macintosh は米国アップルコンピューター社の商標です。 

• MultiMediaCard ™ は、ドイツ Infineon Technolo 邑 ies AG 
社の商標であり、 MMCA(MultiMediaCard Associati 日 n ) へ 
ライセンスされています。 

• その他の社名および商品名は、それぞれ各社の登録商標および 
商標です。 





本機の特徴 


• 有効画素数2.0；><ガの高画質 CCD 搭載(総画素2.] メガ） 

. 液晶モニターに1.已型 TFT 型カラー液晶搭載 

. 2倍デジタルズーム搭載 

• 1目 M 巳フラッシュメモ U - 巧蔵 
メモ U —力ードを使用しなくても撮影がでさます。 

•拡張用メモリーカードとして SD ^ モ U —カード、マルチメ 
ディアカードに対応 


• DPOF(Digital Print Order Format ) 対応 
カメラでプ U ントしたい画像を指定。 DPOF 対応のプ U ンター 
で簡単にプ U ントアウトがでさます。また、 DPOF 対応のサー 
ビスラボでちプ IJ ントのミち文びでさます。 


• PRINT Ima 旨 e Matchin 旨対応 
PRINT Image Matchin 旨対応のプ U ンターを使用すれば、画 
懷データに記録された撮影モードの情報などか5、撮影意図を 
忠実に再現したプ U ントび可能になります。 


• DCF ( Desi 旨 n rule for Camera File system ) 対応 
DCF 規格対応の他社のデジタルカメラやプ I 」ンターなどと画像 
の互換性があります。 


はじめに 


. ビデオ出力端子搭載 

撮影した画像を簡単にご家庭のテレビでご覧いただけます。 


. USB 接続対応 

パソコンに簡単にデータを取り込むことがでさます。 

• PC 力;ラ機能 

パソコンと接続してビデオ会議用のカメラとして使用でさま 
す。 


•撮影した画像をパソコンで管理、活用でさるソフトび付属 
パソコン U ンクソフト Photo Loader 、 画撒加工-印刷ソフト 
Photohands び付属の CD - R 日 M に収録されています。 

• 最大日枚の連続撮影(連写モード） 

.2 日 cm まで接写び可能 
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はじめに 


使用上のごを意 


データエラーの ごま意 

• 本機は精密な電子部品で構成されており、 l ^ TF のお取り扱いを 
すると内部のデータが破壊される恐れがあります。 

一記録、通信中に電池をはずしたり、 A 巳アダプターをはずした 
一撮影中などにメモ1」ーカードを抜いた 
-電源を日 FF にしたときに慟作確認巧ランプ】び点口している 
状態で電池や AC アダプターを抜いた、【メモ U —カードカ 
バー】を開けた、メモ U —カードを抜いた 
一通信中のケーブルはずれ 
一消耗した電池を使用し続けた 
一その他の異常操作 

このよラな場合、次の表示び出ました6、画面に対応したご処置 
をお願いいたします。 


•カードエラー 画面に表示されるメッセージと 

•内部メモ1」-エラ—,その対処方法。 （71 ベ-ジ） 
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使用環境について 

•使用でさる温度の範囲は、0む〜4□むです。 

•次のよラな場所には置かないでください。 

一直射日光のあたる場所、湿気やホコ U の多い場所 
一を暖房装置の近くなど極端に温度、湿度び変化する場所 
一曰中の車内、振動の多い場所 

結露について 

• 真冬に寒い屋外か5暖房してある室内に移動するなど、急激に 
温度差の大さい場所へ移動すると、本磯の内部や外部に水滴が 
付く（結露）ことがあります。結露は故障の原因になりますの 
で、ご注意ください。結露を防ぐには、温度差の大さな場所の 
間を移動する前に、本機をビニール袋で密封しておさ、移動後 
に本機を周囲の温度に充分慣らしてから取り出して、電池ブタ 
を開けたまま数時間放置してください。 

堂光管について 

•液晶画面のバックライトに使用されている堂光管には寿命があ 
ります。液晶画面が暗くなったり、チラつく場合は、最寄りの 
カシオテクノ.サービスステーション （73 ページ）までご連絡 
ください。有償にてお取り替え致します。壁光管の寿命は、一 
曰2時間のご使用で約已年間です。 

•低湿でご使用の場合は、バックライトが点灯するまでに時間が 
かかったり、赤味を帯びることびありますび、故障ではありま 
せん。しば b くすると正常に房ります。 




はじめに 


レンズについてのごま意 

• レンズ面び指紋やゴ S などでミちれていると、力ラ本体の性能 
び十分に発揮されませんので、レンズ面には触れないでくださ 
し、レンズ面の;'ちれは、ブ□アーでゴ S やホコ U を軽く收さ 
もってから、乾いた柔らかい巧で軽く巧いてください。 
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準備する 

初めてご使用になるかたはここからお読みになり、撮影前の準備を行ってください。 


各部の名称 


この取扱説明書では、本機のち部の名称を;欠のように【 ] を使って表記します。スイッチやボタンなどの場所びねか b なくなった場合は、 
こちらをご参照ください。 
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端子部 



[USB] 
57, 59, 


63ぺージ 


【VIDEO OUT] 

已7,已8ページ 


底面部 


準備ずる 


に脚巧】 
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準備ずる 


液晶 モニターの 表示内容 


【液晶モニター]にさまざまな情報び表示されます。 

撮影モード時 


セルフタイマ~ 


フラッシュモード' 
^迫動発嫩 
窗（発光禁止) 
H (強制発光) 
因 (赤目軽減) 


フオーカスモード - 
表示なし（標準） 

团（マクロ） 


バッテリー残量表示 



ス"ームフレーム 
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画質 

□I (高精細) 

の mm) 


画像サイズ/撮影モード 
周 （800 X 扫〇0 pixels /- 枚撮影） 
回 (1600 X 1200 pixels /- 枚撮影） 
因 U (扫〇0 X 600 pixels / 連続撮影） 

Hi] (1600 X 1200 pixels / 連続撮影) 


I —デジタルズームの倍率 

圈 



—撮影巧能枚数 

内蔵のメモリーに S 
画撤を記録します。 

メモリーカードに g 
画像を記録します。 


06/巡/01 


I — 日付/時刻 

(撮影する曰時び表示されます。 
ただし、1〜2がで消えます。） 






















再生モード時 


あホの倍率へ;ージ番号 


パ’ツテソー 
残量表あ 



ファイル番号 


"画面表示"（己4ぺージ)び"オフ"の場合は表示されません。 


重要！ • 本機政外で撮影された画像に対しては正寓に表示されな 
い場合があります。 


ランプについて 


準備ずる 


本磯には【動作確認巧ランプ】【力ードアクセスランプ】【セルフ 
タイマー用ランプ】びあります。点灯や点滅、色によって力六ラ 
の動作の状況を知らせます。詳しい内容については r ランプの状 
態と動作内容」（巨6ページ）をご覧 < ださい。 
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準備ずる 


付属品の使いかた 


レンズキヤツプの取り付けかた 

本機をご使用にならないとさは、必ずレンスキャップを取り付け 
て < ださし、。 


輪の大さいち 



• レンズキャップをキャップホルダーでストラップ巧につなぎ止 
めることで紛失防止がでさます。 
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ストラップの取り付けかた 

ストラップは、図のよラにストラップ巧に取り付けます。 




重要！.本機操作時は落下を防止するため、必ずストラップに手 
を通した状態で使用してください。 

• 付属のストラップは本機専用です。他の用途に使用しな 
いで < ださい。 

.ストラップを持って本機を振り回さないでください。 






























ソフトケースの使いかた 

ご使用にならないとさは、本機を付属のソフトケースに入れて保 
管してください。 



重要！ • ソフトケースには本機！;(外は入れないでください。 


電源について 


準備ずる 


本機は下記のいずれかの電源が利用でさます。 

•電池 

単3おアルカ U 電池 LR 巨： 4本 
単3お U チウム電池 FR 巨： 4本 
単3おニッケル水素蓄電池 NP - H 3 : 4本 

重要！.マンガン電池は使用でさません。必ず単3形の指定電池 
をご使用ください。 

• 家庭用電源 

AC アダプター： AD - C 630 J 
AC アダプターチャージャー：巨 C -3 HA 

電池を使う 

電池交換は、電源を切つた状態で行つてください。 


1 . 本体底面の【電池ブタ】を矢印 
の方向にスライドさせて開き 
まず。 












準備ずる 


么電池を図のようにセットした後、【電池ブタ】を矢印の方 
向へ}甲しつけなが5、スライドして閉めまず。 
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■巧電式電池のご利用について 

充電式電池は、別売のニッケル水素蓄電池 ( NP - H 3) をお使いく 
ださい。他の充電式電池については動作保証いたしかねます。 


AC アダプターチャージャー ： 巳 C -3 HA 

ニッケル水素蓄電池/急速充電器セット：巳 C -1 H 巳4 
ニッケル水素蓄電池 (4 本セット） ： NP - H 3 P 4 


重要！ •電池は、必ず同じ製品を4本セットでご使用ください。 

違ラ種類の電池や、充電状態の異なる電池を組み含わせ 
てご使用になると、電池寿帯を短くしたり、カメラの故 
障の原因となります。 

•本機では充電でさません。 



















■電池使用時のま意事項 

•電池は使いかたを誤ると液ちれによる周囲の巧損や、 
破裂による火災、けがの原因となることがあります。 
次のことは必ずお守りください。 

•極性(©と©の向を）に注意して正しく入れてくださし、。 
•新しい電迪と古い電池を混ぜて使巧しないでください。 
•種類の違ラ電池を混ぜて使用しないでください。 

•本機で指定されている電池じ(州ま使巧しないでください。 
•電池は、充電(充電池使用時を除く）や分解、ショート 
する恐れのあることはしないでください。また、加熱 
したり火の中へ投入したりしないでください。 
•使えな<なった電池は漏液して故障の原因となります 
ので、すぐに取り出してください。 

• 2週間切上使用しないときは、取り出しておいてください。 

. 電池が消耗してくると熱を持ちますび故障ではありません。 

■バッテリー残量表示 

電池び消耗すると【液晶モニター】に表示されているバッテ U —残 
量表示が下記表のように変化します。 " pT の状態で使用し続け 
ると、自動的に電源び切れます。速传かにすベて新しい電池と交 
換してください。 



電池残量 

を * - >か 

画面情報表示 

巨 


居 


百 


準備ずる 


家庭用電源を使ラ 

家庭用電源から電源を取るにはなのアダプターをご使用くださ 
い。 



• AC アダプター: AD - 仁巨3日 J (別 J 売） 

《 AC アダプターは米国など冉 C 1 日〇〜1 20 V の電源地域への旅巧の際 
は、そのままご使用になれます。 

.AC アダプターチャージャー：巨 C -3 HA (別売） 

《 AC アダプターチャージャーは AC アダプターの 機能と、単3形 ニッケル 
水素蓄電池の充電機能を備えています。 また、 単3形 ニッケル 水素蓄電 
池び4本同捆されています。 

》 AC アダフターチャージャーは AC 10 日〜24 OV の電源に対応してお 
り、ミ毎外への旅行の隙わご利用になれます。ミ毎外でのご使用では、各地 
域に合った市販の電源コードをお買いホめください。 
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準備ずる 


■AC アダプター使用時のま意 



• 表示された電源電圧！;(がの電圧で使用しないでくださ 
し)。火災•故障-感電の原因となります ( AC アダプ 
ターは別売本機専用をご使用ください）。 

• AC アダプターの電源コードを傷つけたり、破損した 
りしないでください。また、重いちのをのせたり、加 
熱したりしないでください。電源コードが破損し、火 
災•事故-感電の原因となります。 

• AC アダプターのコードを加工したり、無理に曲げた 
り、ねじったり、引っ張ったりしないでください。火 
災•故障-感電の原因となります。 

•磊れた手で A 仁アダプターを披さ差ししないでくださ 
し、感電の原因となります。 

•タコ足配線をしないでください。火災•故障-感電の 
原因となります。 

•万一、 AC アダプターの 電源 コードが 傷んだ b (お線の 
露出-断線など)、販売店またはカシオテクノ-ヴー 
ビスステーションに修理をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災-故障-感電の原因となります。 


. AC アダプターを抜を差しする隙は、必ず本機の電源を切った 
状態で巧ってください。 
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• 本機に電池をセットした状態で AC アダプターを使ラ場合で 
ち、電源を入れたまま A 仁アダプターの抜さ差しをするのはお 
やめください。電源を入れたまま AC アダプターの披さ差しを 
行うと製品保護のために本機の電源は一度切れますび、保護し 
をれずに故障の原因となります。 

. AC アダプターは、長時間ご使用になりますと若干熱を持ちま 
すが、故障ではありません。 

• ご使用にな5ないとさは、 AC アダプターをコンセントか5必 
ずはずしてください。 

. AC アダプターのプラグを差し込むと、電池よりを A 仁アダプ 
ターび優先されます。 

.パソコンと接続する際は、 AC アダプターをお使いください。 






電源を入れる/切る 

電源の入/切は 【POWER 日 N / 日 FF ] で行います。 

【POWER 日 N / OFF 】 を"^"方向へスライドさせるごとに、電 
源の入/切が誓わります。電源び入ると【動作確認用ランプ】び点 
巧します。 


[POWER ON/OFF] 


la • リ "a 口 

ON/OFF 心 


準備ずる 

電池の消耗をおさえるための機能 

電池の消韩をおさえるために、政下の機能びあります。 

オートパワーオフ：日分間操作しないと電源が切れます。 

スリープ ： 2分間操作をしないと、【液晶モニター】の 

み消巧します。ボタン操作をすると【液晶モ 
ニター]び再度点巧します。 

•じ(下の状態では、オートパワーオフは働さません。 

-スライドシヨー中 

一本機の US 目接続端子を通じて本機を外部のパソコンなどと 
接続しており、外部機器で本機を操作しているとさ 
一 AC アダプターを接続しているとさ 
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準備ずる 


日時の設定 


お買い上げ獲初めて撮影をする前に、日時を設定してください。 
この曰時は、ファイル名やファイル情報などに利用されます。 

重要！ •電池や、 AC アダプターで電源び供給されないと、約 
12時間で曰時が U セットされます。 

.曰時び U セットされている場合は、電源を入れると、最 
初に日時設定画面が表示されます。 

• 曰時設定を行なわないと、間違った時間データによって 
記録されてしまいます。必ず設定してください。 


日付と時刻を設定ずる 

1 . 電源を入れ、【モードスイッチ】を"〇 LCD " または 
" E " に合わせまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"設定(薑本）"または"設定"を選び、 


[SET }】を巧しまず。 
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4 . 【▲】または【▼】で"設定潛本)"を選び、に ET りを巧し 
まず。 

• 手順1で"因"に合わせた場含は手順已へ進んでくださ 
い。 

5 . 【▲】または【▼】で"日時設定"を選び、に ET りを巧しま 
ず。 

6 . 設定項目を還び、曰時を合わせまず。 



日時致：を 


に ET 5】 . 力ーソルを移動させます。 

【▲】 または 【▼】 ......... カーソルの部分の数字などを蜜えま 

す。 

再設定：設定項目をさかのぼります。 

スタイル：表示形式を選び設定を終了します。 










7 . 【▲】 または 【▼] でスタイル"を選び、に ET りを押しま 
ず。 

8 . 【▲】または【▼】で設定を選び、に ET りを押して設定し 
お了しまず。 



例）2001年10月]8曰 
YYYY/MM/DD 
DD/MM/YYYY 
MM/DD/YYYY 


2 日日 1 / 10/18 
18 / 10/2001 
10 / 18/2001 


準備ずる 
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撮影する 


ここでは最を基本的な撮影方法や基本的な設定について説明します。 


基本的な撮影 


本機では被写体の明るさに応じて力 ラげシトッター連度と絞り 
数値を自動的に調整します。撮影された画像は、順次内蔵のフ 
ラッシュメモ U-、 または市販のメモ U- 力ード （SD メモ U- 
カードまたはマルチメディアカード）に保なされます。 


1 . 電源を入れる前にレンズキャップをはずしまず。 

2 . 【POWER ON / OFF 】 をスライ 
ドさせて電源を入れまず。 

【液晶 モニター】に画像または 
メッセージが表示されます。 


[POWER ON/OFF] 


la • 化リ aa 

ON/OFF 心 



3 . 【モードスイツチ】を"〇 
LCD " に合わせまず。 


【モードスイッチ] 
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〇 FINDER :【液晶モニター】の表示は消えますが、撮影モー 
ドになり、 撮影でをる状態になります。【フアイ 
ンダー】を使用して撮影してください。 

因 :再生モードになり、再生できる状態になります。 

Q LCD :撮影モードになり、撮影できる状態になります。 

4. 【液晶モニター】に被写体を合わせまず。 



• 撮影でさる範囲は約 80cm 〜〇〇です。 

. 【ファインダー】か b 被写体を見て撮影することちでをま 
す。〔33ページ） 

• 【ファインダー]か b 被写体を見るときは【モードスイッチ】 
を"〇 FINDER" に合わせて【液晶モニター】を消すこと 
で、電力の消費を減らすことげでをます。 












5 . 【シャツター]を半押しし、露出 
を固定 ( AE □ツク）しまず。 

• レンスや各センサーを指で 
みさびないで < ださい。 

. AE □ツクされると、すべて 
のアイコンび緑色になりま 
す。被写体び暗すざる場合 
や、明るすざる場合は赤色 
になります。 



6 . 【シャツター】を全}甲ししまず。 

. 撮影されます。 



• 画質によって保存でさる枚数び異なります。 （3 巨ページ) 
• 手ぶれを起さないために、【シャッター]は静かに押してく 
ださい。 

• 暗くてシゎッター速度び遅いときや、スームで撮影すると 
きは、手ぶれ防止のため、=脚の使用をおすすめします。 


撮影ずる I 


撮影時の画面のごま意 

•撮影時、【液晶モニター]に表示される被写体の映像は、フレー 
ム確認のための簡易画像です。 

撮影した内容は、選択した画質で記録されており、出力画素数 
は確保されています。；><モ U —には精細な画像で記録されてい 
ふ 0 

• 被写体の明るさにより、撮影時の【液晶モニター】の表示速度が 
遅くなったり、ノイズげ出る場合げあります。 


撮影時のごま意 

• 【動作確認用ランプ]び緑色に点滅している間に【電池ブタ】を開 
けることは、絶巧におやめください。令撮影した内容び記録さ 
れないばかりでなく、撮影済みの内容が破壊されるおそれがあ 
0ます。 

•内蔵のフラッシュメモリー、メモ U —カードに記録中は、電 
池- AC アダプター、および;><モ1」ーカードを抜かないでくだ 
さい。 

• 堂光灯照明の室内で撮影する場含、本磯は堂光巧のフ U ッカー 
〔人の目では感じられない、ごく微妙なちらつさ）を感知してし 
まい、撮影するタイミングによって、微妙に撮影画像の明るさ 
や色合いび変わる場合びあります。 
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撮影ずる 


ズームについて 


本磯のズームはデジタルスームを採用しています。 

デジタルズームは画面の中央を拡大して記録します。ズームの倍 


率は次の通りです。 
倍率： 2倍 




DOWN/- 


/T ； 


重要！ •デジタルズームは画像サイズを" L 1巨00 X ] 200"に 
設定したとき (3 巨ページ)のみ有効になり 、" S 8日日 X 
巨日日"のサイズで記録されます 。" S 8日日 X 巨日日"に設 
定した場合は働きません。 


1 . 撮影中に【▲】または【▼】で倍率を切り曾えまず。 
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【▲】 ： 2倍になります。 

【▼】 ： ] 倍になります。 

• 2倍時は画面上にスームフレームが表示され、その部分の 
みび記録されます。 




フラッシュについて 


撮影条件に合わせてフラッシュをさまざまに調整することびでさます。 


1 . 撮影中にに ET }】を巧して 
フラッシュモードを選びま 
ず。 


[SET M 




.【SET W を巧すたびに【液晶モニター】に次の順でフラッ 
シュの発光方法び表示され切り曾わります。 


四（自動発光）一圆(発光禁止）一因(強制発光）一 
回(赤目軽減） 




















田（自動発光) 
因]儲光禁止) 
0 ( 強制発光) 
回(赤目軽橄 


露出に含わせて自動的に発光します。 
露出に関係な < 発光しません。 

露出に関係なく強制的に発光します。 

プ1」発光してから再度発光することで、 
フラッシュ撮影時に人の目が赤く写るこ 
とを軽減します。 


フラッシュの犬 II について 

フラッシュび撮影時に発光するかどうかは【シャッター】を半巧し 
したときに【動作確認用ランプ]で確認でさます。 

オレンジ色/点巧：発光 
上記];■(外 ：発光しない 


I — I 動作確認用ランプ] 



三 I ド 

■ 

—n" 


つラッシュのアイつン 


撮影ずる 


フラッシュ使用時のごま意 

. 【フラッシュ発光部]や(調光センサー】び指で隠れないようにし 
てください。隠れてしまラとフラッシュ本来の効果が得 b れな 
くなります。 



【調光センサ~] 


.フラッシュの充電時間は、そのとさの使用条件(電池の種類、状 
態や温度等）により異なります。 

数秒〜1日秒程度(使用初期の電池の場合） 

•電池び消耗するとフラッシュの充電びできなくなることびあり 
ます。このとをフラッシュのアイコンがホくなり、フラッシュ 
び正常に発光せずに適正な露出び得られないことを示します。 
速やかに新しい電池と交換してください。 
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撮影ずる 


• W (赤目軽減モー阿で被写体び力^ラの方に視線を向けてし、 
ない場合や被写体までの距離び遠い場合には赤目軽減効果び得 
られないことびあります。 

• W (赤目軽減モード)では露出に合わせて自動的に発光するた 
め、明るい場所でのフラッシュ発光はしません。 

. フラッシュを使巧した場含は、ホワイトバランスび固定される 
ため、が光や堂光灯など他の光;原びあると色味び変わることび 
あります。 


近くの物を撮影する 


本機は、撮影したい被写体までの距離に応じて、標準/マクロ 
(接写)の切り替えがでさます。 



焦点距離 

位置 

標準 

約 80 cm 〜〇〇 

L-kk 

マク□(接写） 

約 20 cm 

化 


. 焦点距離はレンズ前面から被写体までの距離です。 


近くの物を撮影する場含は【標準/マク□切誓スイッチ]を"がに 
合わせます。 


【標華/マク日 
切替スイッチ1 
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.マク□のときは【液晶モニター]に"团—び表示されます。 



.マク□(接写)撮影時に【モードスイッチ】 （33 ぺージ）を"〇 
FINDER — に合わせると、【液晶モニター]に「〇 LCD にしてく 
ださいモード変更！」と表示されます。マク□(接写)撮影する 
ときは、【モードスイッチ]を" OLC □"に合わせ、【液晶モニ 
ター】を見なび6撮影してください。 

• 通常は【標準/マク□切替スイッチ】を L - kk ： に合わせておい 
て < ださい。 

.マク□では、フラッシュは"圆"（発光禁止）と"日"（強制発光） 
しか指定できません。最初は自動的に"區1’（発光禁止）になり 
ます。 














ファインダーを使用した撮影 


【ファインダー]を骗きなび5撮影する場却んし U 下のことに注意 
しなび6撮影してください。 



撮影範囲フレームは約 3 m 離れた被写体を撮影した場合の範囲で 
す。被写体の距離び近かったり遠かったりする場合、実隙に写る 
範囲が異なります。 


• 【モードスイッチ】を"〇 FINDER ’ に合わせることで、【液晶モ 
ニター]をオフにすることびでさます。 

• 【モードスイッチ】を"〇円 N 日 ER " に合わせているときに、 
【 MENU ] を押すと情報表示り8ぺージ)が表示されます。 

• 【モードスイッチ】を"0円 NDER ’ に合わせているときは、フ 
ラッシュ政外の設定を蜜えることはでさません。 


撮影ずる 


連続撮影する（連写モード) 


【シャッター】を押し続けることで、最大己枚の連続撮影びでをま 


1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " に合わせまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"ドライブモード"を選び、に ET りを 
押しまず。 

4 . 【▲】または【▼]で"連写"を選び、に ET りを押します。 

連写：連続撮影びでをます。 

一枚：一枚ずつの撮影びでさます。 

5 . 【 MENU 】 を巧しまず。 
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撮影ずる 

6 . 【シャッター]を f 甲して続けて撮影しまず。 

重要！ •連続撮影では、フラッシュは発光しません。 

•連続撮影では、セルフタイマーは使用でをません。 

. シャッター速度げ遅くなると、撮影間隔も遅くなる場含 
びあ0ます。 

.バッテ U —残量表示び"国]"になった状態で連続撮影で 
さません。自動的に一枚撮影に切り替わります。 

• メモ U —に記録中は、電池- AC アダプターを抜かない 
で < ださい。 


連続撮影の枚数を変える 

] 度に撮影でをる最大枚数を、2〜已枚の間で変更することびで 
きます。ただし、撮影する画像によっては、已枚の連続撮影びで 
さないことがあります。 


1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " に含ねせまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲巧たは【▼】で"設定"を選び、に ET りを押しまず。 

4 . 【▲】または【▼】で"連写枚数"を選び、に ET りを}甲しま 
ず。 
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5. 【▲巧たは【▼】で枚数を選び、に ET りをがします。 

6 . 【 MENU 】 を巧しまず。 



セルフタイマーを使ラ（セルフタイマーモード) 


セルフタイマーは2通りの時間び設定できます。 

1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " に合わせまず。 

么 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲巧たは【▼】で"セルフタイマー"を選び、に ET りを 
巧しまず。 

4 . 【▲】または【▼】で時間を選び、に ET りを巧しまず。 

OFF :セルフタイマーは使用でさません。 

2秒： 2秒後に撮影されます。 

] 日秒：]日砂後に撮影されます。 

5. 【 MENU 】 を巧しまず。 

/セルフタイマーアイコン 



撮影ずる 


. 【液晶 モニター】に"阻"が表示され、セルフタイマーが使 
用でさるよラにな0ます。 

6 . 【シャツター】を f 甲して撮影しまず。 

• 【セルフタイマー用ランプ】が点滅し、セルフタイマーの力 
ウントダウンが始まります。 

• カウントダウン表示中に【シトツター]对甲すと、セルフタ 
イマーを解除することびでさます。 



【セルフタイマー用ランプ] 

• セルフタイマーは]回の撮影ごとに OFF になります。 
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撮影ずる 


画像のサイズと画質を変える 


本磯は、撮影する内容に応じて、画像のサイズと画質の切り誓え 
びでさます。 


サイズを変更ずる 


1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " に合わせまず。 

么 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"サイズ"を選び、に ET りを f 甲しま 
ず。 

ん【▲】または【▼】で設定内容を選び、に ET りを f 甲しま 
ず。 

L 1 目日日 XI 20日：1600 XI 200 pixels で記録します。 

S 800 X 600 : 800 X 600 pixels で言己録します。 

5 . 【 MENU 】 を}甲しまず。 
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画質を変更する 


1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " に合わせまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼に"画費’を還び、に ET りを押しまず。 

4 . 【▲】または【▼】で設定の客を遇び、に ET りを}甲しま 
ず。 

高精細：圧縮比を低めにします。 

標準：標準的な圧縮比にします。 

5 . 【 MENU 】 を}甲しまず。 





重要！ •撮影した画像によってファイルサイズが異なるため、記 
録枚数は変化します。 

• 容量の異なるメモ U —力ードをご使用になる場合は、お 
おむねその容量に比例した枚数び撮影でさます。 

• 1つのフォルダーに保存される画像数に制限（最大 
目，9日日做があるため、上記の撮影可能枚数と画面上の 
表示枚数び一致しない場合びあります。 


露出を浦正する 


撮影ずる 


本機は、撮影時の明るさに応じて、露出値に V 値)を下記の範囲 
で手動で補正することげできます。逆光での撮影、間接照明の室 
内、背景び暗い場合の撮影などに利用すると、より良好な画像が 
得られます。 

露出補正値： -2 EV 〜 +2 EV 
補正単位： 1/3 EV 


1 . 【モードスイッチ】を"〇1_仁 D " に合わせまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"露出補正"を選び、に ET りを巧しま 
ず。 
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撮影ずる 

4 . 【▲】または【▼に露出補正 ( EV シフト)を巧い、 【 SET }】 
を巧しまず。 

. これで露出補正値び記録されました。 


【▲】：十方向に補正されます。白い物の撮影や逆光での撮影 
のとをに押します。 



【▼】：一方向に補正されます。黒い物の撮影や晴天の野外な 
どのとさに巧します。 



• 露出補正値を U セットする場合は、反対方向に露出補正 
し、"自動"に合わせてください。 
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5.【 MENU 】 を巧しまず。 

重要！ •明るすざたり、暗すざたりする場合は、露出補正びでき 
ない場合があります。 

•一回の撮影ごとに露出補正は自動に戻ります。 





















ホワイトバランスを変える 


ホワイトバランスとは、被写体を自然な色含いで撮影できるよラ 
に白を基準に調整することです。 

1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " に合わせまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"ホワイトバランス"を選び、に ET り 
を押します。 

4. 【▲】または【▼】で設定内容を選び、に ET りを巧しま 
ず。 

1=811 :自動的にホワイトバランスを調舊します。 

^ (太陽光）：屋がでの撮影時 
P (日陰）:日陰で青みびかる時 
W (電球）：電球下で赤みびかる時 
□ (堂光灯）：堕光打下で緑びかる時 

5. 【 MENU 】 を巧しまず。 


つた画像を確認ずる 


撮影ずる 


撮影をしたすぐ後に【液晶モニター】で撮影画徹を確認することが 
でさます。 

1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " に合わせまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3. 【▲】または【▼】で"設定"を選び、に ET りを巧しまず。 

4- 【▲】または【▼】で"撮影レビュー"を選び、に ET りを巧 
しまず。 

5. 【▲】または【▼に設定項目を選び、に ET りを}甲しま 
ず。 

オン：撮影をしたすぐ後に【液晶モニター】で撮影画像が約 
2秒間表示されます。 

オフ：撮影画像は表示されません。 

6 . 【 MENU 】 を巧しまず。 
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撮影ずる 


メモ u — カードについて 


本體は撮影画像の記録用として内蔵のフラッシュ^モリー 
(16 M 巳）を使巧しています。また、別売のメモ U - 力ード (SD 
メモ U - 力ード)を使用することで記録用のメモリーを拡張する 
ことができます。内蔵のフラッシュメモ U —からメモ U —カード 
への コピーもでさます。 

画像び記録されるメモ U —は自動的に切り曾ねります。 


• メモ U —カードを 
差していないとさ 
• ；><モ U —力ードを 
差しているとさ 


內蔵メモリーに 
記録されます。 
メモ1」ーカードに 
記録されます。 


メモ1」ーカードを差した状態で内蔵;><モリーを使用することはで 
さません。 


重要！ .メモ U - 力ードの抜さ差しは、電源を切った状態で巧っ 
て < ださい。 

.力ードには、表裏、前後の方向があります。無理に入れ 
よラとすると破損の恐れびあります。 

. MM 巳（マルチメディアカード）は SD メモ U - 力ードと 
互換性びあり、使用できますび、 SD メモ U —カードと 
比較すると菁しく処理速度び遅くなります。なるべく 
SD ^ モ U —力ードをご使用ください。 

• SD ^ モ U —力ードには、書さ込み禁止スイッチがあり 
ます。誤ってミ肖まする不安びあるとさは使用してくださ 
し、ただし、撮影、フオーマット、消去時は解除しない 
と各操作び実行でさません。 
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メモリーカードを入れる 


1 . 【メモリーカードカパー】を開 
さまず。 


I メモリ~力~ドカバ 



2 . メモリーカードの接点部のあ 
る方を本機の上部側に向け、 
しっかり巧し込みまず。 



3 . 【メモリーカードカバ’一】を閱 
めまず。 









メモリーカードを取り出ず 

1 . 【メモリーカードカバー】を開 
さまず。 

2 . メモリーカードを巧ずと、メ 
モ U - 力ードが少し出てきま 
ず。 


3 . メモリーカードを引き巧きま 
ず。 


4. 【メモ U - 力ードカバー】を閉 
めまず。 





撮影ずる 


重要！ •故障の原因となりますので、メモリーカード挿入部には 
メモ U —力ードた(外のものを入れないでください。 

• 万一異物や水がメモ U —力ード拝入部に入り込んだ場含 
は、本機の電源を切り、電池- AC アダプターを抜い 
て、販売店またはカシオテクノ •サービスステーション 
にご連絡ください。 

• 【カードアクセスランプ】び点滅している間にメモリー 
カードを取り出さないでください。撮影された画像び;>< 
モ U —カードに記録されなかったり、メモ U —カードを 
破壊する場合びあります。 
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撮影ずる 

メモリー カー ドをフ ォー マットずる 

メモ1」ーカードをフォーマットすると、メモ U —カードの内容び 

すべて消去されます。 

重要！. メモ U —力 ー ドは必ずカメラでフ ォー マッ ト してくださ 
し、。パソコンでフ ォー マットすると化理速度び著しく遅 
くなります。また SD メモ U —カードの場含、 SD 規格 
非準拠となり、互換性-性能等で問題が生じる場含があ 
ります。 

•一度メモ U —カードをフォーマットすると、二度とデー 
夕を元に戻すことはできません。フォーマットしてもよ 
いかをよく確かめてか b 行って<ださい。 

• 画像データにメモ U - プ□テクト (4 日ぺージ)をかけて 
し、てち、メモ U —カードをフォーマットすると、すべて 
のデータび消去されます。 

1 . 電源を入れ【モードスイッチ】を‘〇 LCD " または"因"に 
合わせまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"フォーマット"を選び、に ET りを巧 
しまず。 

4 . 【▲巧たは【▼】で"はし、"を選び、に ET りを巧しまず。 

はい：フォーマットを実行します。 

いいえ：フオーマツトを実行しません。 
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メモリーカードのごま意 

■メモ U— カードについて 

• ；><モ U —力ードは必ず SD メモ U —力ードまたはマルチメディ 
アカードを使用して<ださい。他の^モ U —力ードをお使いの 
場合は動作保障でさません。 

• 静電気、電気的ノイズ等により記録したデータが消滅または破 
壊する事びありますので、大切なデータは別のメディア （ M 0 
ディスク、八ードディスクなど)にバックアップして控えをとる 
ことをおすすめします。 

• 万びーメモ U —力ードの異萬び発生した場合は、メモ U —力一 
ドのフォーマットの操作で寝帰でさますが、が出先などでこの 
操作を巧えない場合に備えて複数枚のメモ U —カードをお持ち 
することをおすすめします。 

.異常と思われる画像を撮影したり、新たにメモリーカードをご 
購入された場合は、一度フォーマット(初期化）してお使いいた 
だ<ことをおすすめいたします。 

• フ ォーマッ トの操作を行ラときは 、 AC アダプターを 使用する 
か、新品のアルカ U 電池または U チウム電池を使用して<ださ 
し、。フ ォーマッ ト中に電源び切れると正しくフ ォーマッ トが行 
われず、メモ U —カードび正常に使用できない場含がありま 
す。 




メモリーカー ドに画像を コピーず る 

内蔵フラッシュメモ U - 内の全ての画像を、メモ U - 力ードへコ 
ピーすることびでさます。 

1 . 本機にメモリーカードをセットしまず。 

么【モードスイッチ】を"因"に含わせまず。 

3 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

4 . 【▲巧たは【▼]で"力ードへコピー"を選び、に ET りを 
巧しまず。 



. メモ U —カードへのコピーびはじまります。 

• コピーが終わると"コピー完了"と表示され、メニュー画面 
に切り誓わります。 


5 . 【 MENU 】 を押しまず。 


撮影ずる 


重要! 


• メモ U —カードか b 内蔵フラッシュ；><モリーへのコ 
ピーは でをません。 
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再生する 


本機は【液晶モニター】を備えているので、記録されている内容を 
本磯だけで確認することびでさます。 


畐本的な再生のしかた 


記録されている画像を順次送ったり戻したりしながら見ることび 
でをます。 


1 . 【モードスイッチ】を" 因" に含わせまず。 

• 再生モードになり、再生でさる状態になります。 


2 . 【▲】または【▼】で画像を見ていきまず。 







【▲】：進みます。 
【▼】：戻ります。 
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画像を拡大して表示する 


撮影した画像をあ大して表示させることびできます。 

1 . 再生モードにしまず。 

2 . 【▲]または【▼]で}広大したい画像を表示させまず。 

3 . 【 MENU 】 を}甲しまず。 

4 . 【▲】または【▼に"}広大再生"を選び、 【 SET りを}甲しま 
ず。 

5. 【▲ほたは【▼に}広大したし値巧を移動しまず。 

• 【▼] を巧すたびに下記の順で移動します。 【▲] では逆にな 
D ます。 

• 拡大を中止したい場合は"キャンセル"を表示させて、 
【 SET りを押します。 


广 

2厂 

1厂 1 

1 5 

L 

r 

4 L 

1 H 

ZOOM 」 っ 

L 

JL J 


6 . に ET }】を}甲して}広大しまず。 

7 . 解除ずる場合は【▲】または【▼】で;夕の画像を還ぶか、 
に ET りまたは 【 MENU 】 を}甲しまず。 





画像を自動的にぺージめくりさせる(スライドショー 


撮影した内容を自動的に次々とページめくりさせる機能(スライ 
ドショー）です。 


1 . 再生モードにしまず。 

么 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"スライドシヨー"を選び、に ET りを 
巧しまず。 

. スライド シヨーが 始まります。 

4 . 【 MENU 】、 【▲し【▼しに ET りを}甲ずとスライド 
ショーが絡了しまず。 




再生ずる 

重要！ .スライドショー中は、本機のオートパワーオフ機能(操 
作を行なわないと自動的に電源び切れる機能)び働をま 
せん。このため電池で本機を使巧しているとさにスライ 
ドショーをしたまま放置してしまラと、確実に電池び消 
耗します。スライドショーを行なった後は、必ずスライ 
ドショーを終了して電源を切るよラにしてください。 

. 画面の切り替り中はボタン操作び効かなくなります。画 
面び静止している時にボタン操作をしてください。ボタ 
ンび効かない場含はしばらくボタンを巧し続けてくださ 
い。 

.パソコンからコピーした画像や、他のデジタルカメラの 
画像では、設定した間隔より長くなる場合びあります。 
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消去する 


画像を消去する方法には次の2つの方法があります。 

選択：画像を1画像ずつ消まする。 

全画像：すべての画儘を消去する。 

重要！ •一度消去してしまった撮影内割ん二度と元に戻すこと 
はでさません。消まの操作を行ラ際は、本当に不要な画 
面かどうかをよく確かめてから行ってください。特に、 
全画徹消まの操作では、撮影したすべての内容を一度に 
消去してしまいますので、内容をよく確かめてから操作 
して < ださい。 

• すべての画徹びメモ U —プ□テクトされている状態で 
は、実行でさません。 

• メモ U —プ□テクトのかかった画像は消去でをません。 
メモ I 」ープ□テクトの解除 (4 目ページ)を行ってか b 操 
作してください。 


選択して消去ずる 


画像を1画像ずつ消去することびできます。 

1. 再生モードにしまず。 

艺. 【 MENU 】 を}甲しまず。 

3 . 【▲】または【▼に"消ち"を還び、 【 SET りを}甲しまず。 

4. 【▲ほたは【▼に"還択"を還び、 【 SET りを}甲しまず。 
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5 . 【▲】または【▼】で"巧画像"または"前画像"を還び、 
に ET りを巧してミ肖したい画像を表示させまず。 



巧画像：巧の画面に移ります。 

前画像：前の画面に移 D ます。 

6. 【▲】または【▼に"消ち"を還び、に ET りを押しまず。 

7. 【▲】または【▼に"はし、"を還び、に ET りを巧してミ肖去 
しまず。 

• "キャンセル"を遺ぶとミ肖去を中止できます。 






8. 消去を終了ずるには 【 MENU 】 を巧ずか、"格了"を選び 
【SET }】を巧しまず。 


参考 .] 画像ずつ削除を行ラごとに、ページの空きびできない 
よラに自動的にページ詰めび行われます。ただし、ファ 
イル名は詰められません。 

ぺージ 1234 

ファイル名 100-1 100-2 100-3 100-4 


ぺージ 
ファイル名 


1 2 3 
100-1 100 -2 100-4 

mmm 


全画像を消去する 


ミ肖モずる 


すべての画像をミ肖ますることびできます。 

1 . 再生モードにしまず。 

2 . 【 MENU 】 を}甲しまず。 

3 . 【▲】または【▼に"消ち"を還び、に ET りを押しまず。 

4. 【▲】または【▼に"全画像"を還び、に ET りを}甲しま 
ず。 

5. r 還択してミ肖去ずる」 (46, 47ページ)の到眞日~8と同じ 
操作をして消'去しまず。 
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画像の管理について 


本磯では画儘の撮影や再生の他、画像プ U ント時の枚数指定等や 
画像の消去防止の設定びでさます。 


フオルダの分類について 


本磯は内蔵フラッシュ;><モ|」一やメモ U - 力ード内に、フォルダ 
(ディレクト1」）を自動的に作成します。 

メモリー内のフォルダについて 

撮影した画儘は月日を名前としたフォルダの中に自動的に記録さ 
れます。フォルダは最大 日日日 作成されます。フォルダ名は次の 
通りです。 

例： ] 日日(連番)、7月1日日撮影 

月に衍) 

曰にお； 

I 

100 -0719 

_1 — 

アンダーパー 

連番 (3 瓶) 
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各フォルダには最大目，9目日個の画像ファイルが登録でき、 

10,000枚政上撮影した場合は、次の連番のフォルダび自動的に 
作成されます。画像のファイル名は;夕の通りです。 

例：] ] 月7曰の2巨番目に撮影した画像 
月に巧) 

日に衔) 

I 

1 1070026.JPG 

r 

叛張デ 
連番 (4 巧) 


• メモ U —内に保存でさるフォルダ数、ファイル数はメモ U — 
カードの容量や画質によって異なります。 

• ；><モ U - 内の詳しいディレクト U 構造に関しては「メモ U - 力一 
ド巧のディ レク 卜 U 構造」 （62 ぺージ）をご覧ください。 








撮影した画像の消去防止をずる(メモリープ□テクト) 


大事な画像を誤って消去してしまラことを防止する機能（メモ 
U - プ□テクト)びついています。メモ U - プ□テクトされた画 
像は、消去の操作 (4 巨ページ）をしてち消えることはありませ 
ん。メモ U —プ□テクトのかけかたには、1画像単位、全画像の 
2通りびあります。 

選択して消去防止ずる 

1. 再生モードにしまず。 

么 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"プ□テクト"を選び、に ET りを押し 
まず。 

4. 【▲巧たは【▼に"選巧"を選び、に ET りを押しまず。 

5 . 【▲】または【▼】で"次画像"または"前画像"を選び、 
に ET }】を巧してメモリープ□テクトしたい画像を表 
示をせまず。 


画像の管理について 



次画像：次の画面に移ります。 

前画像：前の画面に移ります。 

6. 【▲】または【▼]で"オン"を選び、に ET りを押します。 



• " lE ^" が画像の上に表示され、；<モ U - プ□テクトされます。 
. メモ U - プ□テクトを解除するには"オフ"を選び、 ‘1^" を 
消します。 
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画像の管理について 


7 . メモリープ□テクトを終了ずるには 【 MENU ] を}甲しま 
ず。 


全画像を消去防止ずる 

r . 再生モードにしまず。 

艺. 【 MENU 】 を}甲しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"プ□テクドを還び、に ET りを巧し 
まず。 

4. 【▲】または【▼]で"全画像"を還び、に ET りを巧しま 
ず。 

5 . メモ U - プ□テクトの設定を遇び、に ET りを巧しまず。 

オン：すべての画像をメモ U —プ□テクトします。 

オフ：すべての画像のメモ U —プ□テクトをお除します。 

6. メモリープ□テクトを終了ずるには 【 MENU 】 を巧ずか、 
"終了"を還び 【SET }】を巧しまず。 
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DPOF 機能について 


DPOF ( Di 旨 ital Print Order Format ) とはデジ 
タルカメラで撮影した中か b プ U ントしたい画徹 
や枚数などの設定' I 青報をゾモ U —力ードなどの記 
録媒体に記録するためのフォーマットです。メモ 
U —カードを通じて DPOF 対応の家庭用プ U ン 
ター传サービスラボでプ U ントすることびでさま 
す。 

本機では撮影された画像ファイル名などを意識す 
ることなく、【液晶モニター]で確認しなび b プ U 
ントしたい画像の設定を行ラことびでをます。 


TM 

け 

DPOF 


• 設定可能な内容 
画像/枚数/曰付 







選択して印刷の設定をする 

1 . 再生モードにしまず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼]で" DPOF " を遇び、に ET りを}甲しま 
ず。 

4 . 【▲】または【▼に"還が"を還び、 【 SET りを}甲しまず。 

5 . 【▲】または【▼ ] で"巧画像"または"前画像’’を選び、 
【SET {】を巧して印刷したい画像を表示させまず。 



巧画像：:欠の画像に移ります。 
前画像：前の画像に移ります。 


画像の管理について 


6 . 【▲】または【▼に"プリント"を還び、に ET りを}甲しま 
ず。 

7. 【▲】または【▼に印刷ずる枚数をミ夫めてに ET りを巧し 
まず。 



• 枚数の指定は1~99枚までです。印刷したくない場合は □ 
にしてください。 

公.【▲】または【▼に"日付"を還び、に ET りを巧しまず。 
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画像の管理について 


9 . 【▲ほたは【▼に日付スタンプの設定を選び、 【SET リ 
を巧しまず。 



オン：曰付スタンプを印刷します。 

オフ：曰付スタンプを印刷しません。 

10 . 印刷の設定を終了ずるには 【MENU】 を巧ずか、"終了" 
を選び 【SET りを巧しまず。 
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全画像に印刷の設定をする 

1 . 再生モードにしまず。 

2 . 【MENU】 を}甲しまず。 

3 . 【▲】または【▼]で" DPOF" を還び、に ET りを巧しま 
ず。 

4 . 【▲】または【▼に"全画像"を還び、に ET りを}甲しま 
ず。 

5 . 【▲】または【▼に印刷ずる巧数をミ夫めてに ET りを巧し 
まず。 



• 枚数の指定は1~99枚までです。印刷したくない場合は □ 
にしてください。 

• 枚数を0にするとメニュー画面に戻ります。 









6 . 【▲] または 【▼】 で日付スタンプの設定を還び、に ET リ 
を巧しまず。 

オン：曰付スタンプを印刷します。 

オフ：曰付スタンプを印刷しません。 

7 . 印刷の設定を路了ずるには 【 MENU ] を巧ずか、"給了"を 
選びに ET りを巧しまず。 

ま意！ • DPOF での印刷設逊ま、内蔵メモ U - 巧の画像に対し 
ては行えません。 

一さ、コピー機能を使って画像をメモ U —カードへコ 
ピーしてから、メモ U —カード内の画像に対して設定し 
て < ださい。 


画像の管理について 


PRINT Image Matchin 邑について 


本機は PRINT Image Matchin 旨に対応し 
ています 。 PRINT Image Matchin 旨 対応 
のプ U ンタ ーを 使用すれば、画像データに 
記録された撮影モードの情報などか5、撮 
影意図を忠実に再現したプ U ントび可能に 
なります。 

• PRINT Ima 旨 e Matchin 邑は、「デジタル 
カメラの色情報に関する Print Command 
PRINT Image Matchin 邑」に従った製品 
であることをおしています。 

• PRINT Image Matchin 呂の仕様書 
Version 1.日に対する著作権はセィコー 
エプソン株式会社び所有しています。 
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その他の設定について 


画面表示のオンオフ 


【液晶モニター】に表示される内容 （18 ページ)のオンオフびでさ 
よ9 〇 


1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD ” または"因”に合わせま 
ず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼】で"情報表示"を選び、に ET りを巧しま 
ず。 

4 . 【▲】または【▼】で設定内容を選び、 【 SET りを f 甲しま 
ず。 

オン：情報表示び表示されます。 

オフ：情報表示び表示されません。 

反 【 MENU ] を押ずか、"終了"を選びに ET りを}甲しまず。 
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表示言語を切り替える 


画面のメッセージを2つの言語か b 還ぶことびできます。 

1 . 【モー ドスイッチ】を"〇 LCD" またが田"に合わせまず。 

2 . 【 MENU 】 を}甲しまず。 

3 . 【▲】 または【▼に"設定"を還び、に ET りを巧しまず。 

• 手順1で"因’’に合わせた場合は手順4に進みます。 

4 . 【▲】 または【▼に"設定湛本)"を還び、に ET りを巧し 
まず。 

5 . 【▲】 または【▼に"言語/ LANGUAGE” を還び、に ET 
W を巧しまず。 

6 . 【▲】または【▼に設定内容を遇び、に ET りを巧しまず。 

ENGLISH :英語 
日本語 ：日本語 

7 . 【 MENU 】 を巧ず占、、"終了"を還びに ET りを}甲しまず。 




操作音のオンオフ 


操作音のオンオフを切り替えることびでをます。 

1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD ” または"因”に合わせま 
ず。 

2 . 【 MENU 】 を巧しまず。 

3 . 【▲】または【▼に"設定"を還び、 【 SET りを}甲しまず。 

• 手順Iで"因"に合わせた場合は手順4に進みます。 

4 . 【▲】または【▼に"設定湛本)"を還び、に ET りを巧し 
まず。 

5 . 【▲】または【▼に"操作音"を還び、に ET りを巧しま 
ず。 

6 . 設定内客を選び 、 【SET }】を巧しまず。 

オン：操作音がでます。 

オフ：操作音びでません。 

7 . 【 MENU ] を沖すか、"終了"を選びに ET りを巧しまず。 


USB モードを切り替える 


その他の設定について 


本機の US 巳接続はマスストレージクラスとイメージクラスに対 
応しており、使巧する用達により切り替えて使ラ必要がありま 
す。 


1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " または"因"に合わせま 


2. 【 MENU ] を押します。 

3 . 【▲】または【▼]で"設定"を選び、に ET りを押します。 

4 . 【▲】または【▼】で"設定邁本)"を選び、に ET りを押し 
まず。 

5 . 【▲はたは【▼】で" USB モード"を選び、に ET りを押し 
まず。 

6 . 【▲】または【▼】で設定項目を選び、に ET りを f 甲しま 
ず。 

標準 ：デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに保 

存する場合に選びます（マスストレージクラ 
ス）。（日日ページ） 

PC カメラ：ビデオ会議に使用するなど、 PC カメラとして 
使用する場合に選びます（イメージクラス）。 
(63 ページ） 
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_ その他の設定について_ 

7.【 MENU ] を押ずか、"終了"を選びに ET りを}甲しまず。 

重要！ •パソコンに USB 接続するとさは AC アダプターを使用し 
て < ださい。 
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他の機器との接続 


本機は、接続巧の端子として 【 VIDE 日日 UT 】 （ビデオ出力端子)、 【 USB ] ( US 巨接続端テ)の2つを備えています。テレビやビデオ、パソ 
コンに接続して使用することげでさます。 




重要！ • 接続は必ず本機と外部機器の電源を切った状態で行ってください。 

•接続する隙は接続する外部機器の取扱説明書ちあわせてお読みください。 

•テレビやパソコンの CRT に同一の画像を表示して放置しておくことはおやめください。残徹現象(画面焼け)をおこす場合があり 
ます。 

•本磯ではケーブルを通じて他のカシオデジタルカ;ラへ画像を送ることはできません。 











































化の機器との接巧 


テレビに画像を映し出す 


本機で撮影した内容や撮影中の表示をテレビの画面に巧すことび 
でをます。テレビの画面に巧すには、本機と映像入力端子を備え 
たテレビを付属の専用ビデオコードで接続します。 



1. 付属の専用ビデオコードで本機とテレビを接続しまず。 
2■テレ ビの映像入力を r ビデオ入力」に切り曾えまず。 

3 . け降、本機で再生や撮影の操作を行ってください。 
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重要！ • ビデオ出力時は【液晶モニター1び OFF になります。 


ビデオ出力の方式を変更ずる場合 

本機はビデオ出力の方式に合わせて、設定を変更することびでさ 
ます。ビデオ出力の方式は;欠の2種類です。 

NTSC :日本やアメ U 力などで使用している方式です。 

PAL :ヨー□ツバなどで使用しているち式です。 


1 . 【モードスイッチ】を"〇 LCD " または"囚"に合わせま 
ず。 

2 . 【 MENU 】 を}甲しまず。 

3 . 【▲ほたは【▼に"設定"を還び 【 SET りを}甲しまず。 

• 手順1で "(ET に合わせた場合は手順4に進みます。 

4 . 【▲】または【▼に"設定遣本)"を還びに ET りを}甲しま 
ず。 

5 . 【▲】または【▼】で"ビデオ出力"を還び 【SET W を}甲しま 
ず。 

6. 【▲ほたは【▼に" NTSC " または" PAL " を還びに ET リ 
で設定しまず。 

7. 【 MENU 】 を}甲ずか、"終了"を還択しまず。 
























撮影画像をパソコンに取り込む 


本機は付属の CD - ROM に収録の専用ソフト （Photo Loader ) を 
使用して本機の撮影内容をデジタルデータの状態でノ くソコンに転 
送することができます。 US 目端テを備えたパソコンに接続する 
ことびでさます。また、；><モ U —カードを直接接続でさるパソコ 
ンでも画像を活用することができます。 


USB 端子での接続 

USB 端子を備えたパソコンと本機の 【 US 目】 （ US 目接続端テ)を接 
続することで簡単にパソコンへのデータ転送びでさます。接続に 
は付属の USB ケープルび必要です。初めに USB ドライバをパソ 
コンにインストールすれば、付属の USB ケーブルでパソコンと 
本機を接続するだけで、パソコン上の外部記憶装置(カード U — 
ダー/ライター）として認識することびできます。さらに専用ソ 
フト （Photo Loader ) をインス I ルすることで、より高度な画 
像の管理げできます。具体的な接続方法、 US 巳ドライバや 
Photo Loader のインストールち法、動作環境については専用ソ 
フト取扱説明書(インストール編）をお読みください。 


化の株巧との巧な 

接続のしかた かさいコネクタ 


US 目ケーブル ( 付属品) ( Mini - 己コネクタ) 



. US 目ケーブルをカメラに接続するときは、本機の US 目接続端 
子の形状とケーブルの接続端子の形状を含わせて接続してくだ 
さい。 

. US 目コネクタは奥まで確実に差し込んでくださし、正しく接続 
されていないと、正常に動作しません。 

. US 目ケーブルか6は本機に電源は供給されません。 

• カメラの電源を入れてください。 

.パソコンとの通信を行う隙、残りかない電池で本磯を使用しま 
すと、画像データの通信中に電源び切れる可能性があります。 
パソコンとの通信には専用 AC アダプター(別売品）をお使いく 
ださし、。 

•別売の US 巳ケーブル QC -1 U は使用できません。 
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化の機器との接な 


• 通信中にケーブルを抜かないでください。データび破壊される 
恐れがあります。 

• 撮影モード、再生モードのどちらでち USB での通信びでをます。 

USB 接続のはずしかた 

WmdowsMe /98 の場ち 

US 目ケーブルをデジタルカメラからはずし、カゾラの電源を切 
0ます。 


Windows 2000の場合 

パソコン画面上のタスクトレイのカードサービスを左クリック 
し、カメラに割り当てられているドライブ番号の停止を選択しま 
す。その後、 US 目ケーブルをデジタルカメラからはずし 、が 
ラの電源を切ります。 

Macin 化 sh の場合 

ファインダー上の力；><ラのドライブをゴミ箱に捨ててか5、 
US 目ケーブルをデジタルカメラからはずし、力;><ラの電源を切 
0ます。 
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. USB での通信が終了したら、所定の手順で USB ケーブルを抜 
いて < ださい。 

. USB ケーブルを损いた後に本機の電源を切ってください。 


メモリーカードを直接接続ずる 

パソコンとの画徹の令りとりをメモ1」ーカードから直接行ラこと 
びでさます。また、付属のソフト (Photo Loader ) を使用して、 
撮影内容をパソコンに自動的に保をすることちでさます。パソコ 
ンの機種によって接続方法が異なります。代表的な接続方法は次 
の通りです。 


• SD メモ U - 力ードス□ットのある機種 
SD メモ U —力ードを直接差し込みます。 

• PC 力ードス□ットのある機種 

市販の PC 力ードアダプター ( SD メモ U - 力ード/ MMC 用）を 
使用します。具体的な使用方まは PC カードアダプター ( SD メ 
モ U - 力ード/ MMC 献とパソコンに付属の取扱説明書を参照 
<ださい。 





• 前記!; I 外の機種 


1) 市販の SD メモ U —カード用 U —ダー/ライターを使巧しま 
す。 

具体的な使巧方法は SD メモ U —カード用 U —ダー/ライター 
に付属の取扱説明書を参照<ださい。 



2) 市販の PC カード用 U —ダー/ライターと市販の PC カードア 
ダプタ ー (SD メモ U - 力ード/ MMC 用）を使用します。 
具体的な使用方法は PC カード用 U —ダー/ライターと PC 
カードアダプター (SD メモ U —カード/ MMC 用）に付属の取 
扱説明書を参照<ださい。 



化の篇巧との巧な 

メモリーカード 巧の データについて 

本機で撮影された画像やその他のデータは、 DCF(Design rule 
for Camera 円 le system ) 規格に準拠した方法で;><モリーカー 
ドへ保存されます。 DCF 規格とは、画像ファイルと画働こ関連す 
るファイルをデジタルカ;>< ラと関連禮器の間で簡単に交換するこ 
とを目的とした規格です。 


DCF 規格について 

DCF 規格対応の機器(デジタルカメラやプ U ンターなど)の間で画 
像の互換性があります。画像フアイルのデータお式やメモ U — 
カード内のデイレクト U 構造に規定がありますので、本機で撮影 
した画像を DCF 規格対応の他社のカメラで見たり、この規格対応 
の他社のプ U ンターで印刷したりすることが可能です。逆に DCF 
規格対応の他社のデジタルカメラの画像も本機で見ることがでを 
ます。本機では画像ファイルの管理に梅立てるため、画像フオル 
ダ名と画像ファイル名に曰付を使用しています (48 ページ)。 
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化のなおとの接な 

メモリーカード巧のデイレクトリ構造 

■ディレクトリ構造 


<¥DCIM¥> 

-C]lOO-MMDD 

MMDD0001.JPG 

MMDD0002.JPG 

- [2]lOl.MMDD 
-C] 102 _MMDD 


<¥M に C ¥〉 

AUTP 阿 NT.MRK 


( 親フォルダ） 

( 画徹フォルダ ) 
( 画像ファイル ) 
徊徹ファイル ) 

( 画徹フオルダ ) 
( 画像フォルダ ) 


(DPOF ファイルを収めたフオルダ ) 
(DP0F ファイル） 



■フォルダ/ファイルの巧容 

• 親フォルダ 

デジタルカメラで扱ラファイル全てを収めたフォルダです。 
•画像フォルダ 

デジタルカメラで撮影した画像ファイルを収めたフォルダで 
す。 

• 画儘ファイル 

デジタルカメラで撮影した画像ファイルです。 

. DPOF ファイルを収めたフオルダ 
DPOF ファイルなどを収めたフオルダです。 
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このデジタルカメラで扱える画像ファイル 

. QV -21 日日で撮影した画像ファイル 

• DCF 規格に対応している画像ファイル 

ぷただし、 DCF 規格の微能で使用できないちのちあります。また、本外 
で撮露された画像の場合、再生にかかる時間が長くなる場合びあります。 

パソコン上でメモリーカードを扱うときのま意点 

. ；><モ U —カードの内容をパソコンの八ードディスクや MO ディ 
スクなどに保巧する際は" DCIM " フォルダごと保をしてくださ 
し V その隙" DCIM " フォルダの名前を年月日などに変えておく 
と、あとで整理するとさに便利です。ただし、パソコンの八一 
ドディスクなどに保存したファイルを再度メモ U —カードに戻 
して本機で再生する場合は、フォルダ名をパソコン上で 
" DCIM " に戻してか5ご使用くださし V 本機では" DCIM " 政外 
の名前のフォルダは認識されません。 " DCIM " フォルダ内の他 
のフォルダ名を変えた場合も同様です。元の名前に戻してから 
使用してください。 





.一度パソコンのノ V - ドディスクや M 日ディスクなどにファイル 
を保存したあとのメモ U —力ードは、中のファイルをすべて削 
除するか、デジタルカメラでフォーマツトしてか b ご使用にな 
ることをおすすめします。 


化の機器との接病 


PC カメラとして使用する （ PC カメラモード) 


本機とパソコンを接続して、 PC カゾラとして使用することびで 
きます。ビデオ会議、 WE 目チャットなどに使用することができ 
ます。 


接続のしかた 

1. パソコンと本機の電源を巧に切りまず。 

2 . US 巳端テを備えたパソコンと本機の 【 USB ] ( USB 接続 
端子)を付属の USB ケーブルで接続しまず。 

かさいつネクタ 

USB ケーブル(付属品) ( Mini- 曰コネクタ) 





















化のなおとの接な 

3 . 【POWER ON / OFF 】 で電源を入れまず。 

4 . 【モードスイッチ]を"〇 LCD " または"〇 FINDER " に 
合わせまず。 

"因"（再生モード）では、 PC カメラモードになりませ 
ん。 

• PC カゾラモードでは、電源スイッチ政外のすべてのキー 
が無効となります。 

• 【液晶モニター】がオフ、【動作確認用ランプ]び緑色点巧し 
ふ 0 


別途ご準備頂きたいこと 

PC 力;ラ用として使用する場合はビデオ会議用ソフトを別違ご 
準備頂く必要があります。 


参考例 ： 「Microsoft NetMeetin 呂」 


本磯をビデオ会議などで使用される場合は、モデムや T A (ター 
S ナルアダプタ）などのネットワーク機器、スピーカーやマイク 
などを別途ご準備頂<必要びあります。 
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PC カメラとして使用ずる場合のご注意 

. 本機への電源は US 巳接続端子を通じて、パソコンから供給され 
ません。本體の電源を使用します。 

•画像サイス、フレームレートの設定は、パソコンのソフト側で 
行ってくださし、。 

• P 巳力;>< ラとして映し出された画像を静止画または動画として 
保存することびできるかどラかは、 PC カゾラ用ソフトの取扱 
説明書でご確認ください。 


パソコンとの接続について 

• はじめに付属の CD - R 日 M に収録されている USB ドライバを、 
必ずインス I -ールしてください。インストールについては別冊 
の「専用 ソフ ト取扱説明書」を参照ください。 

• PC 力;ラ用ソフトをインス I -ールおよびセットアップした後 
は、己9ページを参照してパソコンとの接続を行ってくださ 
い。 

. P 巳力;^ラとして使用する場合は、使用されるソフトの取扱説 
明書にそった使いかたをして<ださい。 

重要！ •パソコンの種類によっては、使用でさない場合びありま 
す。 

. US 巳八ブやお張 US 目ボードに接続した状態での動作 
は、保証でさません。 



付録 


メニュ-覧表 


撮影モード、再生モードの;><ニューに表おされる項目の一覧表で 
す。 

•下線の引いてある項目は工場出荷時に選択されている項目で 
す。 


撮影モード 


終了 


ホワイトバランス 

自動/太陽光/曰陰/電球/壁光む 

露出補正 

-2 EV 〜 +2 EV 

情報表示 

オフ/オン 

セルフタイマー 

オフ/10砂/2秒 

ドライブモード 

一枚/連写 

サイズ 

1600 X 1200/800 X 600 

画質 

高精細/標準 

フォー マット 



終了 


お^ 

定 

連写枚数 

2〜已枚 （3 枚） 


撮該レビュー 

オフ/オン 


終了 


snt 

巧 

US 巨モ ー K 

標準/ PC カメラ 

足 

操作音 

オフ/オン 

基 

曰時設定 

曰時の設定 


ビデオ出力 

NTSC/PAL 


言語 

ENGLISH / 曰本語 


再生モード 


終了 


拡大再生 


消去 

終了/選お/全画徹 

情報表示 

オン/オフ 

カードへコピー 


プ□テクト 

終了/選お/全画徹 

スライドシヨー 


DP 0 F 

終了/選択/全画徹 

フォーマット 



終了 


sni 

巧 

US 巨モード‘ 

標準/ PC カメラ 

定 

操作音 

オフ/オン 

本 

曰時設定 

曰時の設定 

ビデオ出力 

NTSC/PAL 


言語 

ENGUSH / 曰本語 
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付録 


ランプの状態と動作内容 


本機には【動作確認用ランプ】【力ードアクセスランプ】【セルフタ 
イマー用ランプ】びあ0ます。 

カメラの動作内容によって、点灯したり、点滅したりします。 
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ランプの点滅の間隔は下記の3種類です。数値は1秒間に点滅す 
る回数です。 

点滅]:1回/点滅2 : 2回/点滅3 :已回 
遅い- ► 速い 


撮影モード 

【カードアクセスランプ】はメモ U —カードび入っているとさのみ 
点灯、点滅します。 


動作確認用 
ランプ 

カードアクセス 
ランプ 

がのタイマ-用 
ランプ 

内容 

色 

状態 

色 

状態 

色 

状態 

緑 

点減3 

緑 

点減3 



起動中 

オレンジ 

点減1 





フラッシュ充電中 

オレンジ 

点な 





フラッシュ発光予告 

緑 

点な 





PC 力;)<ラモード使巧時 

緑 

点な 





通常撮影撮影可 

緑 

点な 

緑 

点滅3 



通常撮影記録中(撮該巧） 

緑 

点滅3 

緑 

点滅3 



通常撮影記録中(撮影不可） 

緑 

点な 





連続撮影撮影可 

緑 

点減3 

緑 

点減3 



連続撮影記録中(撮影不可） 

緑 

点滅 

1、2 



ホ 

点滅 

1、2 

セルフタイマーカウント 
タウン10〜2砂前 

緑 

点滅3 



ホ 

点滅3 

セルフタイマーカウント 
ダウン2〜□砂前 

ホ 

点滅3 





メモ IJ ーエラー/ 

未 フォー マット 





































動作確認巧 
ランプ 

力-ドア外ス 
ランフ 

セルフタイマ-用 
ランフ 

内容 

色 

状態 

色 

状態 

色 

状態 


ホ 

点減3 





^モ U —フル 

ホ 

点減3 





記録エラー 

ホ 

点減3 





電池交換警告 



緑 

点滅1 



ス U —プ中 


付毎 


再生モード 

【カードアクセスランプ】はメモ1」一力ードび入っているとをのみ 
点打、点滅します。 


動作確認用 
ランプ 

力-ドアクセス 
ランフ 

がのタイマ-用 
ランプ 

内容 

色 

状態 

色 

状態 

色 

状態 

緑 

点減3 

緑 

点滅3 



起動中 

緑 

点灯 

緑 

点滅3 



通常再生 

緑 

点減3 

緑 

点滅3 



消ま実行中 

緑 

点滅3 

緑 

点滅3 



DPOF 設定実行中 

緑 

点滅3 

緑 

点滅3 



フォーマツト中 

ホ 

点減3 





モ U —エラー/ 

未フォーマット 

ホ 

点滅3 





電池交換警告 
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付録 


故障とお思いになる前に 


現象と対処方法 



現 象 

考え5れる原因 

巧 処 

電 

源 

に 

二） 

い 

て 

電源び入らない。 

1 ) 電池び正しい向をに入っていない。 

2) 電池び消耗している。 

3) 本機専用!;^饼の AC アダプターを使用している。 

1) 電池を正しい向をに入れる （^22 ページ)。 

2) 新しい電池と交換する(一2 1 ぺージ)。 

3) 本機専巧の A 巳アダプター ( AD - C 日 30 J ) を使巧 
する。 

電源び腊手に切れた。 

1 ) オートパワーオフび働いた(一2已ページ)。 

2) 電池び消耗している。 

1) 再度電源を入れ直す。 

2) 新しい電池と交換する(一2 1 ぺージ)。 

撮 

影 

に 

ご 

い 

て 

【シャッター】を巧してわ撮 
該でさない。 

1 ) [モードスイッチ]び"因—厢生)の位置になって 
いる。 

2) [フラッシュ]充電中である。 

3) "メモリーフル"と表示されている。 

1) "〇"の位置に合わせる。 

2) 【フラッシュ]の充電び終わるのを待つ。 

3) いらない画憬を消去する。または、別のメモ U - 
カードをセットする。 

デジタルズームびでさな 
い。 

画撒サイズび " S 800 X 600" になっている。 

画傲サイズを" L 1600 X 1 200" にする（一3已 
ぺージ)。 

セルフタイマーでの撮影の 
途中で電源び切れた。 

電泡び消耗している。 

新しい電池と交換ずる(^2]ぺージ)。 
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現 象 

考え 6 れる原因 

巧 処 

撮 

影 

に 

ご 

い 

て 

【液晶モニター】に表示され 
る画撒のピントびあまい。 

1 ) 被写体び風景や人物なのに、‘(マクロ）になっ 
ている。 

2) マク□撮該をしているのに、"么一 ii " (標準）に 
なっている。 

1) 風景や人物を撮影する場合は、[標準/マク□切 
曽スイッチ】を"么 - ii " (標準)にずる。 

吕）マク□撮影をずる場合は【標準/マク□切曽ス 
イッチ]を"必"（マク □) にずる。 

撮影したのに保存されてい 
ない。 

1 ) 記録び終了する前に電池切れになった。 

2) 記録び終了する前にメモリーカードを抜いた。 

1 ) バッテ U —残量表示び "[ E ]" になったらすみやか 
に新しい電池と交換する。 

2) 記録び終了する前にメモ U —力ードを披かないで 
<ださい。 

再 

生 

に 

ご 

い 

て 

再生した画徹の色び撮影時 
に[液晶モニター】で見た色 
と違ラ。 

太陽光など光源からの直接光びレンズに当たってい 
る。 

直接光びレンズに当た5ないよラにしてください。 

画傲び表示されない。 

DCF 規格に準拠していない他のデジタルカ方ラで撮 
影したメモリーカードを使用している。 

DCF 規格に準拠していない他のデジタルカ方ラで撮 
該したメモ U —力ードは、ファイル管理あ式び異な 
るため再生でをません。 

テレビにつないでちテレビ 
に本機の【液晶モニター】の 
表お内容び映らない。 

り本機とテレビを正しく接続していない。 

2) テレビ側の設定び合っていない。 

3) ビデオ出力の方式び違ラ。 

1) 専巧ビデオコードを使って正しく接続する 
(一已8ぺージ)。 

2) テレビの取扱説明書をお読みになり、テレビの設 
定をビデオ入力に切り誓えて<ださい。 

3) ビデオ出力の方式を変更ずる（一已8ぺージ)。 

















付録 



現 象 

考え 6 れる原因 

巧 処 

消 

罢 

に 

ご 

い 

て 

"消ま"を指定してわ消去指 
定画面に移動でさない。 

記録されているすべての画慷にメモ U —プ□テクト 
びかかっている。 

消ましたい画徹のメモ1」ープ□テクトを解除する 
(一4日ぺージ)。 


すべてのボタンやスイッチ 
び働かない。 

他の周辺機器との接続中に静電気や衝擊等により、 
回路巧部に障害び発生した。 

電池を取り出し、冉 C アダプターのプラグを本機か 
ら掠を、入れ直してから再度操作してみてくださ 
い。 

そ 

【液晶モニター】びつかな 
い。 

1 ) ス U —プ機能び働いている。 

2) USB 通信中である。 

1) 何かボタンを押して、ス U —プ機能を辭除してく 
ださい (^2 己ページ）。 

2) メモ U - 力ードにパソコンからのアクセスびない 
ことを確認して US 巨ケーブルを抜いてくださ 
い。 

の 

他 


3) ビデオケーブルび差してある。 

4) 【モードセレクター]び"〇 FINDER " になって 
いる。 

3) ビデオケーブルを掠いて < ださい。 

4) "〇 L 巳 D " に合わせてください。 


パソコンに US 巨接続してち 
画傲び取り込めない。ある 

1) US 日モードび正しくない。 

1 ) 使用する用途に合った US 巨モードに切り曽える 
(一已已ぺ-ジ）。 


いは、 PC カメラとして使用 
で去ない。 

2) USB ドライバびインス1ルされていない。 

3) カメラの電源び入っていない。 

2) 専用ソフト取振説明書(インストール編)を参考に 
USB ドライバをインス1-ールする。 

3) カメラの電源を入れる （^2 已ページ）。 
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画面に表示されるメッセージ 


エラ- 

複雑な被写体を撮影したとさに、稀に規定の容量 
に圧縮できない場合びあります。その場ち、この 
メッセージび表示されます。 

拡大再生が 
でさなし1画撒です 

他のカメラで撮影した画徹は、拡大再生できない 
場台びあります。その場合、このメッセージび表 
示されます。 

カードが 

プ□テクトされています 
LOCK スイッチを 
解除して<ださい 

S □メモリーカードには、 LOCK スイッチびついて 
います。 

n ックされている場合は撮影モードでは使用でさ 
ません。 

つピーエラー 
カード容量び足りません 

メモ1」一力ードの容量びコピーするデータよりか 
ないとさに表示されます。 

電池を交換して<ださい 

電池びなくなったとさに表示されます。 

内蔵タモりでは 
でさません 

DPOF 設定は、カードにのみ設定巧能です。 

(已3ページ） 


付録 


内蔵;<モリ エラー 

MENU を押して フオー 
マットして<ださい 

およぴ 

カードエラー 

MENU を巧してフォー 
マットして<ださい 

メモ U —力ードや内蔵;モリーに異常び発生した場 

合に表示されます。下記の操作で解除び巧能です。 

重要！ .下記の操作を巧ラとメモ U- 力ード、また 
は内蔵メモ1」一内のすべての内容（ファイ 
ル)び消えてしまいます。下記の操作を巧 
ラ前に、パソコン等を利用して;^モ U- 
カード、または内蔵メモ IJ 一巧の正常な 
ファイルを保をしてください。 

1. 【MENU】 を押しまず。 

2. 【▲】 または 【▼】 で"はい"を選び【シャッ 
ター】 を巧します。 

•操作を中止したい場合は [ MENU 】 を押します。 

•フオーマットの操作を行うときは、 AC アダプターを使 
巧するか、新品のアルカ U 電池、または1」チウム電池を 
使用してください。フオーマット中に電源が切れると正 
しくフオー7ットび行： b れず、^モ1」ーカード、または 
内蔵文モ1」一び正萬に使巧できない場合があります。 

•フオーマットをが了すると"画像びあ0ません；と表示 
されます。これは、つオー7ットぴ正し<巧ねれたこと 
を 77^ します。 

メモ U フル 
画質/サイズを変えるか 
消去して<ださい 

現在の画質/サイズでは撮穀できな<なり、他の 
画質/サイズに切り替えるとまだ撮影でさること 
をおしています。画質/サイズを切り替えるか 
(36 ページ)、不要な画傲を消去する操作を行う必 
要びあります (4 巨ページ)。 
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付毎 


^モ U フル 

不要な画慷を消ましてくだ 

さし'! 

• 撮影可能枚数を使い切りました。撮影を行いたい 
場ちは、不要な画徹を消去する操作を行ラ必要び 
あります （46 ページ)。 

.メモリーカー问こバソコンからデータを転送した 
とさに、メモ IJ ーカード内の空さ容量びかないた 
めに "DCIM’ フオルダやその他のファイル 
(巨2ページ）び作成できない場合表示されま 
す。バソコン上でメモ U- 力ード内の不要なファ 
イルを削除して、空さ容量を増やして<ださい。 

[MENU] を巧してフオーマットすることをで 
きまずび、方モ U —カード内のデータびすべて消 
をてしまいます。 

連写式モ1」が足りません 
設定枚数を撮れません 

被写体によっては、最大枚数の巳枚分を連写でさな 
いことびあります。その場合はこのメッセージび 
表示されます。 

化 

〇 LCD にして<ださい 
モ-ド蜜更！ 

【液晶モニター】を消し、ファインダーのみ使用し 
て、マク n 撮穀しよラとしたとさに表示されます。 
マク n 撮影は、にードスイッチ】を"〇 i_CD" に合 
わせ[液晶モニター】で見なび5撮影してください。 

• AC アダプター 

冉 D-C 巨 30J 


• AC アダプターチャージャー BC-3HA 

.ニッケル水素蓄電池/急速充電器セット BC-1HB4 
. ニッケル水素蓄電池 (4 本セット） NP-H3P4 
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カシオデジタルカメラに関する情報は、カシオホームページでを 
ご覧になることびできます。 

http :// www . casio . co . jp / 














囚 

ホ目軽減 . 

アルカ U 電池 . 

印刷 . 

液晶モニター . 

オートパワーオフ . 
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もム大表の . 

画質の変更 . 

画撒サイズ . 

キャップホルダー . 

曰 

再生 . 

撮該 . 

己脚巧 . 

時刻を合わせる（曰時設定） 

シャッター . 

消5& . 

消ま防止(メモ U —プ□テクト) 

ズーム . 

ストラップ . 

スライドシヨー . 

接写 . 

セルフタイマー . 

操作音 . 

ソフトケース . 

巧 

調光センサー . 


付録 


索引 


AC アダプター . 23 

AC アダプターチャージャー . 23 

DCF . 61 

DPOF . 已〇 

EV シフ!- . 37 

MENU ボタン . 2已 

PC 力が . 63 

PRINT Image Matchin 旨 . 已3 

QVNet . 79 

SD メモ U - 力ード . 40 

US 己端子 . 已7,已曰.巨3 

VIDEO OUT 立荒子 . 已7.已8 


デジタルズーム . 30 

テレビとの接続 . 已8 

胃源 . 21 

電源の ON/OFF . 吕已 

胃池 . 21 

電泡残量 . 23 

電泡消耗防止 . 25 

動作確認用ランプ .19.31.66 

团 

日時設定 . 26 

ニッケル水素蓄電池 . 22 

囚 

パソコンとの接続 . 已9 

ビデオコード . 已8 

ビデオ出力方式 . 已8 

表示言語 . 已4 

ファイ J レ . 48,巨2 

ファインダー . 33 

フオルダ . 48,62 

フラッシュ . 30 

ホワイトバランス . 39 
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レンズ . 

レンズキャップ 
露出補正 . 


マク□撮影 . 32 

マルチメディアカード . 40 

■^モ U - 力ード . 40.60 

メモ U - 力ードのフォーマット . 42 

；^モ U —カードカバー . 40 

メモ U —プ□テクト . 49 
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QVNet のお知日せ 


QVNet は入会無料！カシオ製デジタルカ;><ラをお買い上げのお 
客様を対象としたインターネット上の妄員制サービスです。 
http :// QVNet . casio . co . jp / 


主なサービス内容 


開発フ オー ラム 

当社の QV 開発者び直接応菩 

✓ 1 

フリートーク 

舍員同 ± で自由に意見交換 

S . 

ダウン□ード 

日 V 関連 

ソフトダウンロード 

QVNet 

指員制） 

撮影テク講座 

講師陣び作例を示し 
撮影テクを提供 

-、 

QVNet News 

〇乂最新情報を><ールで配信 

撮影画像掲示板* 2 

デジタルカメラ画债投稿巧の 
掲示板 

♦入含は簡単！を員登録とユーザー登録び同時に済みまず。 
♦アンケートはびきを投函せず、ネット上での回答も 0 K 。 

参ユーヴー登録のしかた 

ユーヴー登録は QVNet ( http :// Q \/ Net . casio . co . jp /) の 
【ユーヴー登録(含員登録)】から[ユーヴー登録]の画面に入り、 
機種 U ストからご利巧のデジタルカ ラを選択して登録を行つ 
て < ださい。 


その他の Q V 関連ウェブ情報 


QV INFO 

製品情報 

QV SUPPORT 

各種 FAQ や動作確認情報 


r QV PLAZA 、 
(一般公開) ‘^3 j 




QV FAN 

カシオ製デジタルカメラのフアンサイトなどの U ンク集 


《1 QVNet のサービス内容は会員の意見-要望や公開アンケートの結果 
により変更される場合びあります。あらかじめご了承ください。 

撮慕テク講座と撮影画像掲示板は、舍員な外のちでもアクセス可能で 
す。 

《3 QV PLA 之 A のアドレスは http://www.casio.co.jp/QV/ です。 
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